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令和８年度内閣官房・内閣府本府等行政事業レビュー外部有識者会合議事要旨 

 

日時：令和８年５月12日（火）13:57～14:39 

場所：オンライン会議 

出席者（敬称略） 

 外部有識者（内閣官房・内閣府本府等選定） 

   大屋 雄裕（慶応義塾大学法学部教授） 

   高木 麻美（ＥＹ新日本有限責任監査法人 ＦＡＡＳ事業部）   

  ☆南島 和久（龍谷大学政策学部教授） 

 

（※）長岡 美奈氏（公認会計士）は欠席（事前に意見を聴取） 

 

外部有識者（行政改革・効率化推進事務局選定（議題２関係）） 

   上村 敏之（関西学院大学経済学部教授） 

   山田 真哉（芸能文化税理士法人会長） 

 

 ☆：外部有識者会合及び公開プロセスの取りまとめ役 

 

〇議題１：外部有識者点検対象事業について 

 

 内閣官房・内閣府本府等行政事業レビュー推進チーム（以下、「推進チーム」という。）

から、行政事業レビュー実施要領（以下、「実施要領」という。）第２部２（３）及び第３

部１（５）②に示された選定の考え方に基づき作成した外部有識者点検対象事業案（資料１）

を提示し、外部有識者（内閣官房・内閣府本府等選定）から了承を得た。これを受け、推進

チームにおいて資料１のとおり外部有識者点検対象事業を選定する手続きを進めることと

なった。 

 

〇議題２：公開プロセス対象事業について 

 

 外部有識者点検対象事業（議題１）のうち、実施要領第２部３（１）①に基づき公開プロ

セス対象事業候補として選定された事業について外部有識者による投票を行った結果、「地

域未来交付金」、「地域デジタル化支援促進事業」、「ワクチン・新規モダリティ研究開発

事業」が対象事業としてふさわしいとされた。これを受け、推進チームにおいてこれらの事

業を公開プロセス対象事業として選定する手続きを進めることとなった。 
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〇今後のスケジュールについて 

 資料２に基づき、推進チームから説明を行った。 

 

【配布資料】 

資料１：外部有識者点検対象事業（案） 

資料２：今後のスケジュール 

参考資料１：行政事業レビュー実施要領（令和８年３月31日改正） 

参考資料２：内閣官房・内閣府本府等行政事業レビュー行動計画（令和８年４月20日決定） 

参考資料３：対象事業の選定の考え方について 

参考資料４：過去の行政事業レビュー公開プロセスの対象事業と結果 

参考資料５：横断的な方針を踏まえた基金点検のポイント 


